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究活動などがそれである（John W. Thomas, Ph. DMarch, 2000）。大学における AL は、教
員の講義設計能力が求められ、最も教育スキルを改善できる教育法でもあるとされている
（Bonwell, Charles C.； Eison, James A.1991）。一方、学生にとっては単に読み書き量が増え
るだけでなく、課題を達成することを目指し、お互い関わり合いながら学ぶこととなるた
め、そこに教育的意義があるとされる。米国では先進的な E-learning 講義での AL の取り組
みが学生の学ぶ意欲を向上させる成果も近年になって示されている（AlexKoohang, Joanna 









































































①. 反応 : 学習に対する学生の満足度
②. 学習 : 学習経験の結果として学生が何を学んだか
③. 変容 : 大学で学んだことを、就職先やアルバイトを含む就業先でいかに活かしているか
























































④ テキストの章ごとの担当を決める。くじ引き。各班のリーダーに模造紙 1 枚とマジック 3
本（黒赤青）を配布する。
　（例）1 班：2 章の電話の受け方のマナー
　　　 2 班：5 章の○○
　　　 …
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①講義開始 : 各自で前回の講義内容を振り返る（2 分間）。
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　AL によって自分の意見を認められ、発言する経験を重ねた結果、主体的に講義内容につ
いて自分で考えるようになったという意見が目立った。更に学ぶ楽しさに目覚めた学生もい






































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
極的に挨拶をして席を譲るようになった」であった。
　 言 葉 か け を 選 択 し た 学 生 の 詳 細 は「 ア ル バ イ ト 先 で お 客 さ ん に 声 を か け る よ
う に な り、 高 齢 者 に も 敬 語 を 使 っ て い る 」、「 意 見 を 提 案 す る よ う に な っ た 」、
「人
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